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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

本研究は，水素ガス，または，窒素ガスに混合されたアンモニアが SCM440 鋼の水素脆化に及ぼす

影響に関して，アンモニアが相反する水素脆化の抑制効果と誘発効果の両方を有することを見出し，

さらに第一原理計算によってそれらの機構を明らかにしたものである．これらは，アンモニアを水

素輸送媒体や非炭素燃料として利用する際に，構造材料の安全性を確保するために重要な知見を得

たものとして価値ある業績であると認める．よって，本論文は博士（工学）に値するものと認める． 
 
 
 
 
 
 
 


